
【添付資料1】

NTT東西殿と接続事業者との同等性確保に向けた見直し要望
（コロケーション等接続ルール関連）

（注）本資料は、総務省殿が本年7月11日まで実施していた意見募集
「コロケーションルールの見直し等に係る措置報告に対する検証
結果（案）」に対して、弊社が提出した意見書の添付資料になり
ます。



【参考1】 電柱添架申請手続きシステムの申込みフロー（イメージ）

要望事項：電柱添架申請手続きのシステム化を要望
このシステム化に併せて、以下の対応も要望
① 紙ベースでの申込みや契約書以外の押印書類の提出を原則不要
② 電柱情報（不良電柱情報、建替計画等）を事前に開示
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要望①要望①

要望②要望②

インターネットや
専用回線など

NTT東西殿NTT東西殿
接続事業者接続事業者

システムに必要項目を入力
・電柱番号、 添架ポイン、等

端末
端末

データベース

システム上に、処理結果を掲載し、
メール等で事業者に自動通知

電柱情報の開示

基本契約締結基本契約締結

可否判断処理可否判断処理

基本契約締結後、事業者ID・パスワード等の付与

電柱申込画面 （イメージ）
利用申込利用申込

工事実施工事実施

可否回答後、各手続きを経て、
添架工事の実施

竣工確認竣工確認

添架工事完了後、速やかに完
成写真等を提出

システム上に、確認結果を掲載し、
メール等で事業者に自動通知

電柱情報の開示電柱情報の開示添架申請の判断添架申請の判断

電柱に関する情報の開示
• コロケーションスペースの劣化状況や建替予定・・・等

添架申請する電柱の選別

工事完了手続き工事完了手続き

可否回答可否回答

システムでの
やりとり
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【参考2】 電柱添架ポジションについてイメージ図

以下の主な理由により、NTT東西殿との一束化の実施が必要
• 一般ポジションは多くのケースで、複数の事業者との調整に時間等を要するため
• NTT東西殿の設備と同一のポジションで接続することで、柱上工事の簡素化等が図
れるため

NTT東西殿が
単独利用

共同利用を
可能にすべき

ＮＴＴポジション
一般ポジション

【凡例】
保安通信線用

既存の通信線
新規の通信線

ＮＴＴポジション
一般ポジション

【凡例】
保安通信線用

既存の通信線
新規の通信線

既に、複数の事業者一束化を実施して
いる場所に、更に追加で一束化

NTT東西殿との一束化NTT東西殿との一束化
電柱 電柱

電柱 電柱

1社のみが利用するポジションで一束化

NTT東西殿端子かん

NTT東西殿端子かん •NTT東西殿設備との接続
時に、同一ポジションでの
簡素な工事が実現される。

•NTT東西殿設備との接続
時に、異なるポジションにま
たがる煩雑な工事となる。

•既に複数事業者が一束化
しているケースでは、実現ま
でに、相当な時間、手間等
を要する。

•現状は、NTT東西殿いずれ
かと1社との調整で済み、
予め運用等のルールを定め
れば、時間、手間等を縮減
できる。

接続事業者装置

接続事業者装置



【参考3】 NTT東西殿のメタルPOIケーブルの延伸等の概要図

VDSL装置の接続においては、
一束化の問題を回避するために、隣接柱までのメタルPOIケーブル延伸が有効
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現在の標準的な接続構成 メタルPOIケーブルの延伸

【凡例】

メタルケーブル
（NTT東西殿設置）

加入者宅へ

き線点柱
（通信線立上柱）

VDSL装置
設置柱

NTT第一メタル端子かん

通信線立上部分
（NTTメタル線）

NTT光クロージャ

VDSL装置

NTT光ケーブル

一般ポジション

NTTポジション

NTTポジション

光POIBOX
VDSL装置本体

接続事業者が設置

NTT東西殿が
設置

メタルPOI-BOX

加入者宅へ

き線点柱
（通信線立上柱）

VDSL装置
設置柱

NTT第一メタル端子かん

通信線立上部分
（NTTメタル線）

NTT光クロージャ

VDSL装置

NTT光ケーブル

一般ポジション

NTTポジション

NTTポジション

メタルPOIBOX
光POIBOX
VDSL装置本体

NTT東西殿が
設置

接続事業者における
設備設置が不要

【凡例】

メタルケーブル
（接続事業者設置）

メタルケーブル
（NTT東西殿設置）

【主な課題】
•既に複数事業者が一束化している場合、相当な時間を要する
•一般ポジションとNTTポジションにまたがった、煩雑な工事が発
生する

• NTT東西殿との接続に複数の電柱を利用する

【主な課題】
•既に複数事業者が一束化している場合、相当な時間を要する
•一般ポジションとNTTポジションにまたがった、煩雑な工事が発
生する

• NTT東西殿との接続に複数の電柱を利用する

【主な改善点】
•他の事業者との一束化が不要となり、一束化に係る課題が回避
できる

•一般ポジションとNTTポジションをまたがる工事が発生しない
• VDSL装置を設置する電柱のみの利用で済む

【主な改善点】
•他の事業者との一束化が不要となり、一束化に係る課題が回避
できる

•一般ポジションとNTTポジションをまたがる工事が発生しない
• VDSL装置を設置する電柱のみの利用で済む



【参考4】 光ファイバ回線の屋内配線工事について

接続事業者が、NTT東西殿のBフレッツサービスと同等に、
光ファイバ回線の屋内配線工事を行うためのルール整備が必要

現状の接続事業者の接続形態現状の接続事業者の接続形態

事業用電気
通信設備

弊社が要望する接続形態（Bフレッツと同等）弊社が要望する接続形態（Bフレッツと同等）

光信号
分岐端末回線

光信号主端末回線

ONUONU

局外スプリッタ

光信号分岐端末回線 光信号主端末回線

ONUONU

局外スプリッタ

光屋外キャビ
ネット（POI）

光屋外キャビ
ネット（POI）

光屋外キャビ
ネットなし

光屋外キャビ
ネットなしONU

（POI）

ONU
（POI）

【主な課題】

•光屋外キャビネットを設置する
必要がある。

•屋外工事と屋内工事がそれぞ
れ必要となり、お客様の立会
いが2回必要となる。

【主な課題】

•光屋外キャビネットを設置する
必要がある。

•屋外工事と屋内工事がそれぞ
れ必要となり、お客様の立会
いが2回必要となる。

【主な改善点】

•光屋外キャビネットを設置しな
くて済む。

•屋外と屋内の一貫工事が可
能となり、お客様の立会いも1
回で済む。

【主な改善点】

•光屋外キャビネットを設置しな
くて済む。

•屋外と屋内の一貫工事が可
能となり、お客様の立会いも1
回で済む。
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【参考5】 経路情報の必要性について

【申込】
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2

1

申込
区間

CA

CB

BA

終点
ビル

起点
ビル

【実態例】

経由ビル名情報が必要な例

Aビル

CビルBビル

Aビル

CビルBビル

Aビル

Bビル Cビル

掘削等により断線

サービス断

（イメージ）

サービス断 サービス断 サービス断

区間ACは実はBビルを経由しており、
区間ABと同一の管路・ケーブルに
収容されている。

区間ACは実は途中まで区間ABと同一
の管路・ケーブルに収容されている。

重複区間・その距離の
情報が必要な例

中継ダークファイバの起点ビルと終点ビルの情報だけでは、
実際の経路が把握できず、経路に関する追加情報が必要
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掘削等により断線



【参考6】 局舎コロケーションにおけるラック設備の共用例

【現行】

使用中

使用中

使用中

空き

A社 B社

【複数事業者による共用例】

E社用の局舎スペースが必要
↓

局舎スペースに空きがない
場合は設置不可

E社用の局舎スペースが必要
↓

局舎スペースに空きがない
場合は設置不可

局舎コロケーションの有効利用に向けた取り組みを行なうべき
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E社用の局舎スペースは不要
↓

局舎スペースが空いてなくても、
条件が整えば設置可（B社ラック共用）

E社用の局舎スペースは不要
↓

局舎スペースが空いてなくても、
条件が整えば設置可（B社ラック共用）

使用中

空き

使用中

使用中

空き

使用中

空き

空き

空き

空き 空き

空き

C社 D社
接続事業者既設ラック

使用中

使用中

使用中

空き

A社 B社

使用中 使用中

使用中

空き

使用中

空き

空き

空き

空き 空き

空き

C社 D社
接続事業者既設ラック

新たな
設置設備

E社

新たな
設置設備

E社

B社とE社
で合意

新たな
設置設備



【参考7】 FTTRサービスの設備構成（概要）について

ＮＴＴ局

◎ PC

NTT
交換
機

TEL

VDSL
モデム

お客様宅
ONU◎

◎

NTT殿網

弊社共網 ルータ

VDSL
◎

NTTメタル回線

NTT 光回線

上 部 区 間 下 部 区 間

クロージャ

GE-
PON

現状
光ファイバ回線（シェアド接続料）

メタル回線（ドライカッパ接続料）

見直し案
削減 メタル回線

光ファイバ回線（シェアド接続料）

利用しない区間も負担してしまう

適
用
さ
れ
る
接
続
料

適
用
さ
れ
る
接
続
料

FTTRサービスの接続構成図（契約回線型）FTTRサービスの接続構成図（契約回線型）

FTTRサービスの接続構成にあわせた
ドライカッパ接続料（下部区間）を新たに設定することが適当

ドライカッパ接続料
新メニュー

ドライカッパ接続料
新メニュー 7


